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 東京電力（株）（当時）福島第一原子力発電所事故（以下「原発事故」という。）

を受け、事故直後に設定された暫定規制値に続き、平成24年4月からは食品中の放射性

物質に関する現行の基準値（以下「基準値」という。）が適用されている。本基準値

を指標として、原子力災害対策本部で定めたガイドラインに基づき17都県を中心に地

方自治体においてモニタリング検査が継続して実施されており、基準値を超過した食

品が流通しないように回収・廃棄や出荷制限といった厳格な措置が取られている。 

本研究課題では、蓄積されたモニタリング検査結果を活用し内部被ばく線量の低減

効果を検証する。その予備段階として、分担研究では、膨大なデータの整理方法の構

築・解析及び近年公開された放射性核種の半減期の最新データに関する検証を行うこ

とを目的とした。 

モニタリング検査結果を用いて内部被ばく線量を算出にするには、モニタリング検

査結果の品目ごとの食品摂取量が必要となる。本研究では、国民健康・栄養調査にお

ける食品の98小分類に飲料水や山菜を加えた100分類の摂取量を利用することとし

た。モニタリング検査の品目名を100分類に対応させる必要があり、その事前準備とし

てプログラミング処理等によってそれぞれの検査品目が該当する食品分類の候補を

半自動的に抽出した。これにより、手作業による分類作業を大きく効率化させること

ができた。 

放射性核種の半減期に関する最新データを参照し、内部被ばく線量推定に及ぼす

影響や現行の基準値の妥当性を検討した。本研究で線量推定に用いる放射性セシウ

ム（Cs-134とCs-137の合計放射能）に対する線量係数への新たな半減期の影響は極め

て小さく、改定前のデータにより導出した値と同等であった。また、新たな半減期

によって基準値が変化することはなく、現行規制が妥当であることが確認できた。 
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Ａ．研究目的 

 東京電力（株）（当時）福島第一原子力

発電所事故（以下「原発事故」という。）

を受け、事故直後に設定された暫定規制

値に続き、平成24年4月からは食品中の放

射性物質に関する現行の基準値（以下「基

準値」という。）が適用されている。本基

準値を指標として、原子力災害対策本部

で定めたガイドラインに基づき17都県を

中心に地方自治体においてモニタリング

検査が継続して実施されており、基準値

を超過した食品が流通しないように回

収・廃棄や出荷制限といった厳格な措置

が取られている。モニタリング検査結果

は厚生労働省が取りまとめてウェブサイ

ト上で公開しているが、暫定規制値適用

当時（平成23年3月～平成24年3月）から累

計すると令和3年3月までで270万件程度

に及ぶ。 

本研究課題では、蓄積されたモニタリ

ング検査結果を活用し内部被ばく線量の

低減効果を検証する。その予備段階とし

て、分担研究では、膨大なデータの整理方

法の構築・解析及び近年公開された放射

性核種の物理学的半減期（以下「半減期」

という。）の最新データに関する検証を行

うことを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

1．検査データの整理方法の構築及び解析 

 昨年度は食品を国民健康・栄養調査に

おける食品の98小分類に飲料水を加えた

99分類に分け、分類ごとの摂取量から内

部被ばく線量を推定したが、今年度から

はさらに山菜も加え100分類とした。モニ

タリング検査の品目名はある程度の自由

度を持っており、上記の100分類に仕分け

るためには人の判断に基づく手作業が必

要となる。昨年度に引き続き各検査品目

を食品の小分類に仕分ける負担を軽減す

るため、小分類番号の候補を提示する処

理を行った。 

厚生労働省が公開しているモニタリン

グ検査結果（Microsoft® Excel®ファイル）

を表記フォーマットの調整およびデータ

クリーニングを施した。対象としたデー

タは2012年から2016年度の5年分とした。

Python言語にてPandasモジュールを用い

てモニタリング結果が記載されている

Excel®ファイルを読み込みDataFrame形

式に変換した。 

各年度の品目名列でNormalization Form 

Compatibility Composition(NFKC正規化)を

行い書式の標準化を行ったあと、改行コ

ード、半角と全角スペースを削除しPandas

のunique関数を用いて一意な品目名を取

得した。国民健康・栄養調査食品群別表の

各小分類の例として挙げられている食品

名に加え、PandasのSeries.str.contains関数

を用いて決定した各小分類を代表するキ

ーワード（昨年度の成果）を用いて小分類

の推定を行った。 

 

2．半減期の最新データに関する検証 

 現行の基準値策定時に参照している日本

アイソトープ協会発行の「アイソトープ手

帳」が2020年に改定された。本研究では、次

のとおり、半減期の最新データを踏まえ、内

部被ばく線量推定に及ぼす影響や現行の食

品規制の妥当性を検討した。 

①線量係数 

 本研究に使用する放射性セシウムの線量
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係数（Sv/Bq）は、半減期による減衰率を考

慮した加重平均による線量係数（Cs-134と

Cs-137の合計放射能に対する線量係数）で

ある。 

最新データである新たなCs-134とCs-137

の半減期は2.0652yと30.08y［アイソトープ

手帳12版1）（以下「12版」という。）］であ

り、本研究で使用してきた改定前のCs-134

とCs-137の半減期は2.0648yと30.167y［アイ

ソトープ手帳11版2）（以下「11版」という。）］

である。新たな半減期が加重平均した線量

係数に及ぼす影響を評価するため、両者の

半減期による放射性セシウムの線量係数を

算出し比較した。 

②誘導濃度 

規制対象核種（Cs-134, Cs-137, Sr-90, 

Ru-106, Pu-238, Pu-239, Pu-240, Pu-241）

それぞれの新たな半減期と以前の半減期と

の違いを確認し、現行の基準値の妥当性を

検討した。 

 規制対象核種（Cs-134, Cs-137, Sr-90, Ru-

106, Pu-238, Pu-239, Pu-240, Pu-241）にお

ける半減期は11版と12版では異なるもの

があるため、両者の半減期に基づき、基準

値策定時と同様に、放射性セシウムの限

度値（Bq/kg）（全ての規制対象核種から

の線量を考慮して1 mSv/年を超えない値）

（以下「誘導濃度」という。）を算出し比

較した。算出方法は，薬事・食品衛生審議

会食品衛生分科会放射性物質対策部会報

告書「食品中の放射性物質に係る規格基

準の設定について」3）に従った。使用した

半減期をTable 1に示す。また算出にあた

っては食品に対する放射性セシウムの誘

導濃度が一番低い13～18歳（男）を対象と

した。 

 

Ｃ．研究結果と考察 

1．検査データの整理方法の構築及び解析 

検査結果は2012年度から2016年度でそれ

ぞれ、268,060行分、321,930行分、299,079行

分、328,087行分および297,797行分であった。

一意な品目名は2012年度から2016年度でそ

れぞれ、3,119品目、2,328品目、2,335品目、

1,974品目および1,728品目であった。また、

そのうち前年度までに含まれない一意な品

目名数は（2012年は3,119品目として）2013

年度から2016年度でそれぞれ、1037品目、

787品目、291品目159品目であった（Fig. 1）。

全検査数は微増しているが、一意な品目名

は減少しており、検査対象が絞られている

もしくは品目名が統一されてきていると思

われる。前年度までに含まれない一意な品

目名は当然ながら年々減少しており、品目

名と小分類を対応づける作業の負担は小さ

くなった。本処理により2012年度から2016

年度において、それぞれ78.4%、71.9%、

74.7%、69.1%、61.6% の品目名に1つ以上か

つ6つ以下の小分類番号の候補を提示する

ことができた。これらにより各検査品目を

食品の小分類に仕分ける作業を効率的に行

うことができた。 

 

2．半減期の最新データに関する検証 

①線量係数 

 最新データである新たな半減期を使用し

て算出した放射性セシウムの線量係数を

Table 2に示す。改定前の半減期を使用して

算出した線量係数との違いは、年齢区分10

歳・14年後の一箇所のみである。この数値は

1.00×10-08 Sv/Bq（12版）と1.01×10-08 Sv/Bq

（11版）になったが、表示する桁を5桁に
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した場合は、1.0049×10-08 Sv/Bq（12版）

と1.0050×10-08 Sv/Bq（11版）であり、差

は無視できるほど小さいことが判った。 

これにより新たな半減期が加重平均した

線量係数に及ぼす影響は極めて小さいと考

えられた。 

②誘導濃度 

 13～18歳（男）の食品に対する放射性セシ

ウムの誘導濃度をTable 3に示す。算出した

誘導濃度は少なくとも有効数字2桁までは

新たな半減期（12版）と改定前の半減期（11

版）との値に違いはなかった。 

「食品中の放射性物質に係る規格基準の設

定について」3）の表8-6に示された13～18歳

（男）の誘導濃度と今回算出した値にわず

かな差が生じた。この原因の詳細について

は確認できないが表中の飲料水摂取による

線量（mSv/y）と食品に割り当てる線量

（mSv/y）には今回算出した値と大きな差は

ないことから、誘導濃度の導出過程での各

種数値データの桁数の違いが影響している

可能性が考えられた。 

規制対象核種の半減期が現行の基準値策

定当時の値（11版）と異なるものがあれば、

規制対象核種それぞれの残存率が異なり、

放射性セシウムに代表させた基準値が変わ

ってくる恐れがある。しかし基準値の決定

に使用された誘導濃度の一番低い13～18歳

（男）1年後の値には新たな半減期と改定前

の半減期との間で違いがなかったため、現

行の基準値に与える影響はないと考えられ

た。以上のことから新たな半減期によって

基準値が変化することはなく、現行規制が

妥当であることを確認した。 

 

Ｄ．結論 

 昨年度に引き続き、プログラミング処

理による作業の効率化により、2012年度

から2016年度分の各検査品目を食品の小

分類に仕分ける作業を行った。対象年度

を5年度分に拡大したことで検査品目数

の推移がより明瞭となった。また、2020

年に半減期が改定されたことを踏まえ、

内部被ばく線量推定および現行の食品規

制に及ぼす影響を検討した。改定による

線量係数に及ぼす影響は極めて小さく、現

行規制が妥当であると考えられた。 
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図表 

 

Fig. 1 検査数および一意な検査品目の推移 
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Table 1 放射性核種の半減期 （単位：y） 

  
アイソトープ手帳 

11 版 12 版 

Cs-134 2.06 2.07 

Cs-137 30.17 30.08 

Sr-90 28.79 28.79 

Ru-106 1.02 1.02 

Pu-238 87.7 87.7 

Pu-239 24110 24110 

Pu-240 6564 6561 

Pu-241 14.35 14.33 

二重下線：11 版と 12 版で値が異なる。 
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     （単位：Sv/Bq） 

Table 2 放射性セシウムの線量係数（アイソトープ手帳 12 版の半減期を使用） 

年後 年度 
年齢区分 

3months 5 years 10 years 15 years adult 

1 2012 2.31E-08 1.10E-08 1.17E-08 1.55E-08 1.55E-08 

2 2013 2.27E-08 1.08E-08 1.14E-08 1.51E-08 1.51E-08 

3 2014 2.24E-08 1.06E-08 1.11E-08 1.47E-08 1.47E-08 

4 2015 2.21E-08 1.04E-08 1.09E-08 1.43E-08 1.43E-08 

5 2016 2.19E-08 1.02E-08 1.07E-08 1.40E-08 1.40E-08 

6 2017 2.17E-08 1.01E-08 1.05E-08 1.38E-08 1.38E-08 

7 2018 2.15E-08 9.94E-09 1.04E-08 1.36E-08 1.36E-08 

8 2019 2.14E-08 9.86E-09 1.03E-08 1.35E-08 1.35E-08 

9 2020 2.13E-08 9.79E-09 1.02E-08 1.33E-08 1.33E-08 

10 2021 2.12E-08 9.74E-09 1.02E-08 1.33E-08 1.33E-08 

11 2022 2.12E-08 9.71E-09 1.01E-08 1.32E-08 1.32E-08 

12 2023 2.11E-08 9.68E-09 1.01E-08 1.31E-08 1.31E-08 

13 2024 2.11E-08 9.66E-09 1.01E-08 1.31E-08 1.31E-08 

14 2025 2.11E-08 9.64E-09 1.00E-08 1.31E-08 1.31E-08 

15 2026 2.10E-08 9.63E-09 1.00E-08 1.31E-08 1.31E-08 

20 2031 2.10E-08 9.61E-09 1.00E-08 1.30E-08 1.30E-08 

30 2041 2.10E-08 9.60E-09 1.00E-08 1.30E-08 1.30E-08 

50 2061 2.10E-08 9.60E-09 1.00E-08 1.30E-08 1.30E-08 

100 2111 2.10E-08 9.60E-09 1.00E-08 1.30E-08 1.30E-08 

二重下線（一箇所）：アイソトープ手帳 11版の半減期使用の場合は 1.01E-08である。 
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Table 3 食品に対する放射性セシウムの誘導濃度（13～18 歳、男） 

  
手

帳 

年後 

1 3 5 10 20 30 50 100 

飲料水摂取

による線量 

11

版 
1.191E-01 1.147E-01 1.115E-01 1.077E-01 1.065E-01 1.063E-01 1.061E-01 1.055E-01 

（mSv/y） 12

版 
1.191E-01 1.148E-01 1.115E-01 1.077E-01 1.065E-01 1.063E-01 1.061E-01 1.056E-01 

食品に割り

当てる線量 

11

版 
8.809E-01 8.853E-01 8.885E-01 8.923E-01 8.935E-01 8.937E-01 8.939E-01 8.945E-01 

（mSv/y） 12

版 
8.809E-01 8.852E-01 8.885E-01 8.923E-01 8.935E-01 8.937E-01 8.939E-01 8.944E-01 

食品に対す

る放射性 Cs 

11

版 
1.304E+02 1.330E+02 1.350E+02 1.373E+02 1.380E+02 1.381E+02 1.382E+02 1.384E+02 

の誘導濃度

（Bq/kg） 

12

版 
1.304E+02 1.330E+02 1.349E+02 1.373E+02 1.380E+02 1.381E+02 1.382E+02 1.383E+02 

二重下線：アイソトープ手帳 11 版と 12 版の半減期の違いによる値の相違箇所 

 

 


